
 

 

＜教師の思い＞ 

これまでの経験を

基に、身近な素材

や材料を自ら選択

して遊びに取り入

れ、イメージした

ことを繰り返す楽

しさや新たな考え

が芽生えるおもし

ろさを味わってほ

しいなぁ 

先生たちは、時期を捉え、子どもたちがこれまでに経験して

きたことを思い出しながら自ら遊びだせるよう、遊びの環境

をさりげなく設定します。ただ、泡遊びを楽しんでいるので

はなく、同じ石鹸でも、使う材料や水の分量、扱い方によっ

て変化する不思議さや面白さに、子どもたちが自らやってみ

ることで気づくことができました。 

また、 
水なくなったね 
どうしてかな？ 

ここ掘ったら 
どうかな？ 

- 思考力の芽生え- 



 

かわいい 
お花の 

ケーキがで
きました 

おいしい、梅ジュ
ースになぁれ 

 

＜教師の思い＞ 

身近な動植物と触れ合う中で変化や成長

に気づき、生命を大切にしようとする心

を育んでほしいなぁ 

飼育をするために必要なことを調べ、飼育ケースを掃除

したり、生きた餌を捕まえたりするなど、毎日一生懸命お

世話を継続することで、生き物への愛着が生まれ、命の大

切さに気付くことができました。 

この虫は何を食
べるかな？ 

野菜の苗が生長し、花が咲き、実をつけていく過程の中で、葉

の形や実の大きさ、色や感触の違い、匂いなど、たくさんの発

見や気づきにつながりました。また、水のあげ方や必要な量、

雑草の抜き方などお世話の仕方を年長児が年下の子たちに教

えるなど、しぜんな異年齢のかかわりが生まれました。 

葉っぱの雨みたいでしょ 

この虫… 
名前なんだろう？ 

にじ組で飼ってみようよ！ 

-自然との関わり・生命尊重- 



  

ここはみんなで 
ジャンプしてみようよ！ 

本物のアイドルみたい☆ 
その踊り可愛いね！ 

こっちの方が 
たくさんあるね 

 

言葉でのやり取りだけではなく、文字の必要性を感じた子どもたちは、「おばけの

“お”」とつぶやき「あいうえお表」を見ながら看板を書いていました。遊びを通

して文字に親しみ、「コミュニケーションのツールの 1 つとして活用できること

を学んでいました。 

＜教師の思い＞ 

思いや考えを言葉だけでなく文字で

表現することで、遊びや生活が豊か

になることに気づき、必要感をもっ

て書いたり使ったりするなど興味関

心をもってほしいなぁ 

♪パッパッ 
パイナップル～ 

綺麗な模様ができたね 

- 数量や図形、 
標識や文字などへの 

関心・感覚- 

もう少し… 
「７」になったよ 

見てくれて、ありがとうございました！ 

お誕生日会のおやつは、 
ほしくみは６こ 

「７」になったら 
おしえてね！ 

同じ形を 
集めよう！ 

- 豊かな感性と表現- 



 

 

 

＜教師の思い＞ 
共通の目的に向かい、自分とは異なる相手
の考えをじっくり聞いたり、自分の思いを
伝えたりしながら、考え直したり折り合い
をつけたりする気持ちをもってほしいなぁ 

異年齢児とのかかわる中で、年下の友達を思いやり「優しい
言葉」でわかるように話す姿が見られます。また、話し合い
では自分の思いや考えをしっかり発言する姿も見られまし
た。安易に多数決やじゃんけんで解決するのではなく、友達
の思いも受け止めながらそれぞれが折り合いをつけられる
よう話し合い、想いのこもったチーム名が決まりました。 

いい考えがある! 

１００円です。 

どうしたら勝てるかな？ 
これまぜてみようよ！ 

お野菜切るね？ 

やってみよう！ 

これください！ 

そこ、おさえててね 

OK！ 

これを洗うんだよ 

どうして、こうなったの？ 

- 言葉による伝え合い- 


